
 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――  

 【令和６年度のスタート】 

桜の花びらが降りしきる春爛漫の季節となりました。 

令和６年度のスタートです。 
４月８日（月）には始業式が行われ、新２年生、新３年生が思いを新たにしま

した。また、同時に行われた着任式では、２１人の新しい先生方をお迎えし、新

生高谷中学校が誕生しました。これまで培ってきた高谷中学校の財産を受け

継ぎ、更に新たな取組にチャレンジしながら前進していきたいと思います。 

【高谷中学校のめざすところ】 

高谷中学校の学校教育目標は、 

「心豊かで、たくましく生きる力をもった生徒の育成」 です。 

この学校教育目標を実現させるため、「めざす生徒像」を以下のように位置付けています。皆

さんもこのことを胸に、どこか一つでもいいので実現に向けて粘り強く取り組んでみてください。 

「自分は、『自ら考え』のところをがん

ばるぞ。」「私は、『健康』なら自信が

ある。」「『最後までがんばり抜く』が

去年はできなかったから、今年はチャ

レンジしてみよう。」などと、これからの

学校生活の目標に生かしてください。 

 

【新入生１２７人を迎えた入学式】 

   ４月１０日（水）入学式が行われ、１２７人の新入生を迎え

ました。デザインを一新した新しい制服に身を包み、緊張した

面持ちの新入生。そして、初めて先輩になる 2 年生と、最高学

年になる３年生の表情にも心なしか緊張が見られました。それ

ぞれの胸に、それぞれの夢や目標が宿っていることでしょう。 

  皆さん一人一人の顔を見ながら、高谷中学校はこれからま

すますよい学校になるだろうと、私自身、胸が熱くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の方へおしらせ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

日頃より、本校の教育活動にご理解・ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

  さて、「保護者証の配付」と、「学校からの連絡方法の変更と欠席（遅刻）連絡について」お

知らせいたします。いずれも、今年度からの新たな取組となります。ご協力のほど、よろしくお願

いいたします。 

〇保護者証の配付について 

  後日、お子様を通じて保護者証を配付いたします。これまで、高谷中学校では防犯対策とし

て、ご来校いただいた方には事務室前で来校者用のネームプレートを付けていただいておりま

した。今年度からは、保護者の方には予め保護者証をお配りし、外部からの来校者と高谷中学

校の保護者の方であることを区別することで、防犯対策をより強化したいと考えております。 

  保護者証は各ご家庭に、２枚配付いたします。恐れ入りますが、ご家庭にあるネームプレート

に入れてお使いください。お手数をおかけいたしますが、何卒よろしくお願いたします。 

〇学校からの連絡方法の変更と欠席（遅刻）連絡について 

  ４月８日に、「学校からの連絡方法の変更と欠席（遅刻）連絡について」というお便りを配付

いたしました。これに伴い、学校とご家庭との連絡手段を、「マチコミ」から市川市教育委員会

が導入しております「スキットメール」に変更いたします。今後は、欠席（遅刻）連絡に、メールを

ご利用いただけます。（メール登録がお済でないご家庭については、当面、電話でも受け付け

いたします。）詳しくは、４月８日配付の「学校からの連絡方法の変更と欠席（遅刻）連絡につ

いて」をご覧ください。 
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『どきん』  谷川 俊太郎 著/和田 誠/絵 /理論社   
   

皆さんには、ふとした瞬間に詩を手に取る、なんていう習慣がありますか？詩は心の

小宇宙。この、『どきん』には、その名の通り、手にした瞬間どきんと胸が高鳴るような言

葉が詰まっています。 

  詩は、小説に比べて短いので、本が苦手という人も気楽に手に取ることができます。

『どきん』は、学校図書館にも置いてあります。探してみてくださいね。 

これ、読んでみて 

4月の予定について 

主な予定 

〇１１日（木） ２，３年生,若木ゆめ 学級保護者会 

         （３年,ゆめ：１３：３０ ２年：１４：３０） 

〇１５日（月） 新入生歓迎会 

〇１８日（木） ３年生全国学力・学習状況調査 行事予定の詳細は 

こちらをご覧ください。 

めざす生徒像 

自ら考え、心豊かな生徒 

確かな学力を身に付け、表現力のある生徒 

健康で最後までがんばり抜く生徒 

学校だより４月号 

本を読もう 

もっと、もっと本を読もう 


